　　　　　　　　　　　　平成２７年第４回柳津町議会定例会会議録
　　　　　　　　　　　　第３日　平成２７年１２月１１日（金曜日）

１．出席議員は次のとおりである。

　　１番　田　﨑　信　二　　　６番　鈴　木　吉　信　　　９番　磯　部　　雄
　　２番　齋　藤　正　志　　　７番　荒　明　正　一　　１０番　小　林　　　功
　　３番　菊　地　　　正　　　８番　伊　藤　　　毅　　１１番　伊　藤　昭　一

　　５番　横　田　善　郎
２．欠席議員は次のとおりである。

　　な　し

３．地方自治法第121条の規定により出席を求められ、出席した者は次のとおりである。
	町長
	井　関　庄　一
	
	建設課長
	天　野　　　高

	副町長
	郡　司　博　道
	
	教育委員長
	新井田　順　一

	総務課長
	矢　部　良　一
	
	教育長
	目　黒　健一郎

	出納室長
	角　田　　　弘
	
	教育課長
	横　田　勝　則

	町民課長
	鈴　木　春　継
	
	公民館長
	鈴　木　晴　美

	地域振興課長
	金　子　佳　弘
	
	
	


４．会議に職務のため出席した者の職氏名。

	議会事務局長
	鈴　木　一　義
	
	主任主査
	田　﨑　好　章


５．会議事件は次のとおりである。

日程第 １ 　　報告第 １ 号　総務文教常任委員会付託案件審査結果報告
日程第 ２ 　　報告第 １ 号　産業厚生常任委員会付託案件審査結果報告
日程第 ３ 　　議案第８２号　柳津町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について

日程第 ４ 　　議案第８３号　柳津町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について

日程第 ５ 　　議案第８４号　柳津町表彰条例の一部を改正する条例について

日程第 ６ 　　議案第８５号　柳津町税条例の一部を改正する条例について

日程第 ７ 　　議案第８６号　損害賠償の額の決定及び和解について
日程第 ８ 　　議案第８７号　平成２７年度柳津町一般会計補正予算

日程第 ９ 　　議案第８８号　平成２７年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算

日程第１０　　議案第８９号　平成２７年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算

日程第１１　　議案第９０号　平成２７年度柳津町介護保険特別会計補正予算

日程第１２　　議案第９１号　平成２７年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算

日程第１３　　議案第９２号　平成２７年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算

日程第１４　　議案第９３号　平成２７年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算

日程第１５　　議員提出議案第３号　柳津町議会会議規則の一部を改正する規則について
追加日程第１　議案第９４号　指定管理者の指定について

追加日程第２　議案第９５号　指定管理者の指定について

追加日程第３　議案第９６号　指定管理者の指定について
追加日程第４　議案第９７号　指定管理者の指定について
追加日程第５　議案第９８号　指定管理者の指定について
追加日程第６　議員提出議案第４号　専決事項の指定についての一部改正について
追加日程第７　議員提出議案第５号　公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書の提出について
　　　　　　　　　◎開議の宣告

○議長

　　　ただいまから本日の会議を開きます。（午前１０時３０分）

　　　本日の議事日程はお手元にお配りのとおりであります。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

　　　　　　　　　◎議案の審議

○議長

　　　日程第１、報告第１号「総務文教常任委員会付託案件審査結果報告」についてを議題といたします。

　　　総務文教常任委員長の報告を求めます。

　　　総務文教常任委員長、鈴木吉信君。

○総務文教常任委員会委員長（登壇）

　　　報告第１号

　　　　　　　　　　　　総務文教常任委員会付託案件審査結果報告

　　　平成27年第４回柳津町議会定例会において、本委員会に付託された陳情第５号について、平成27年12月10日関係課長の出席を求め、委員会を開催し慎重に審査いたしました。

　　　その結果、下記のとおり全委員の一致した結論に達しましたので、報告いたします。

記

　　　１．陳情第５号「公立小中学校の教職員数の充実・確保のための意見書の提出を求める陳情」については、陳情の趣旨を十分尊重し採択の上、議長名をもって関係各機関へ意見書を提出すべきものと決しました。
　　　以上、報告いたします。

　　　平成２７年１２月１１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳津町議会総務文教常任委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　鈴　木　吉　信
　　　柳津町議会議長　伊　藤　昭　一　殿

　　　以上であります。

○議長

　　　お諮りいたします。

　　　ただいまの総務文教常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、総務文教常任委員長の報告のとおり決定しました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　日程第２、報告第１号「産業厚生常任委員会付託案件審査結果報告」についてを議題といたします。

　　　産業厚生常任委員長の報告を求めます。

　　　産業厚生常任委員長、横田善郎君。

○産業厚生常任委員会委員長（登壇）

　　　報告第１号

　　　　　　　　　　　　産業厚生常任委員会付託案件審査結果報告

　　　平成27年第４回柳津町議会定例会において、本委員会に付託された陳情第６号について、平成27年12月10日、関係課長の出席を求め、委員会を開催し、慎重に審査いたしました。

　　　その結果、下記のとおり全委員の一致した結論に達しましたので、報告いたします。

記

　　　１．陳情第６号「景観整備事業伐採跡地への公園及び遊歩道の計画についての陳情」については、陳情の趣旨は尊重するものの、法律上の制限、安全性及び関係機関が町外に及ぶなど、審査内容が多岐にわたることから、継続審査とすることに決しました。
　　　以上報告いたします。

　　　平成２７年１２月１１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳津町議会産業厚生常任委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　　横　田　善　郎

　　　柳津町議会議長　伊　藤　昭　一　殿

　　　以上であります。

○議長

　　　お諮りいたします。

　　　ただいまの産業厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、産業厚生常任委員長の報告のとおり決定しました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　日程第３、議案第８２号「柳津町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　おはようございます。

　　　議案第８２号「柳津町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農業委員会の委員の公選制が廃止されることに伴い、新たに制定するものであります。
　　　なお、詳細につきましては地域振興課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。
○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長（登壇）

　　　議案第８２号「柳津町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について」補足して説明申し上げます。
　　　議案書２ページをごらんください。
　　　この条例につきましては、平成27年９月４日に公布されました農業委員会等に関する法律の一部改正によりまして、農業委員会の公選制が廃止され、議会の同意を得て、市町村長による任命制へ改正されました。これに伴って、農業委員会委員の定数条例の改正でございます。

　　　第２条定数につきましては、９名とする。

　　　附則、この条例は平成28年４月１日から施行する。

　　　２番目に、柳津町農業委員会の選挙による委員の定数条例は廃止する。

　　　以上、補足説明とさせていただきます。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　７番、荒明正一君。
○７番

　　　この資料に基づいて質問していいですか。
○議長

　　　よろしいです。

○７番

　　　９人になったわけですけれども、本来だと12人ですが、そこの中で１名欠員のまま３年間過ごしてきたわけでありますが、さらに９人になった場合に、そういう心配はありませんか。今は11人でやっているんですけれども、今度９人になった場合の有効定数というのは何人ですか。

○議長

　　　答弁を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長
　　　政令に基づいて、柳津町として定数上限につきましては14名でございます。その中で、地区割、地区と面積割をいたしまして、政令に基づいてその分を、改正後の委員数につきましては、地区から８名、なおかつ中立的な立場の方１名ということで、合計９名の方ということでございます。

　　　現在不足しているということではございますが、今後新たな選挙等、農業委員会の委員が決定するに当たりましては、町としても十分農業委員としての責任、ＰＲを進めてまいりたいと考えております。定数については不足がないような形で町としても推進してまいりたいと考えております。以上です。

○議長

　　　７番、荒明正一君。
○７番

　　　まず、喫緊は当然のそのようになるわけであります。しかし、成立範囲というものが各１から８地区までに分かれているわけですよね。大峯の場合は八木沢から黒沢までを足して１人ということになっているわけですけれども、今までもそういう中で行われてきたわけですが、今も、改正になっても選出範囲というものは同じということで今後もやるんですか。

○議長

　　　答弁を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長
　　　従来どおり、大峯につきましても同じような形で、八木沢、久保田、大峯、五畳敷、牧沢、四ツ谷、高森と、その面積に応じまして地区の割り当てプラス農業委員という形で考えております。以上です。
○議長

　　　荒明正一君。
○７番

　　　そうしますと、町長の任命になるわけですね。そうしますと、今までよりは、ある意味においては選ばれやすいということもあると思うんですが、同時に、最後に中立な立場１人ということになっておりますが、それが果たしてどこまで中立を保てるか。上の任命なので。その心配はないですか。
○議長

　　　答弁を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長
　　　中立な立場の方につきましても、町としても公平公正な立場でやっていただける方を選出していきたいと考えております。以上です。
○議長

　　　よろしいですか。荒明正一君。
○７番

　　　あとは町長に頼むしかないのかなとは思いますが、そうしますと、上の８人についても、下と同じ中立性というのをどこを見てどのように考えた上で、だからこれが９人になったというようなこともあるかと思いますが、その判断というのは難しいと思うんです、実際は。したがって、上の８人の任命においてもやっぱり偏った――どこを見てどっちに偏ったっていうんだという話にもなるわけですが、その辺は十分中立性を担保して任命していただくように。自分が気に入った人ばかり任命したとか、そういう変な批判を受けないような形でやることを望みます。以上です。

○議長

　　　荒明議員に申し上げますが、質問は３回までということにさせていただきます。

　　　よろしいですか。ほかにございませんか。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　なければ、これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８２号「柳津町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について」を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　日程第４、議案第８３号「柳津町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第８３号「柳津町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農業委員会に農地利用最適化推進委員が新設されることから、新たに制定するものであります。
　　　なお、詳細につきましては地域振興課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長（登壇）

　　　議案第８３号「柳津町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について」補足して説明申し上げます。
　　　この条例の制定につきましても、議案第82号と同様に、農業委員会等に関する法律の一部改正でありまして、担い手への農地の利用集積や耕作放棄地の発生防止及び解消等の地域における現場活動を行うために新たに設置される農地利用最適化推進委員の定数を定めるものでございます。

　　　４ページをごらんください。

　　　定数につきましては、５名とする。

　　　附則、この条例は平成28年４月１日から施行する。

　　　以上、補足説明とさせていただきます。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８３号「柳津町農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について」を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　日程第５、議案第８４号「柳津町表彰条例の一部を改正する条例について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　議案第８４号「柳津町表彰条例の一部を改正する条例について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、自治功労者表彰審査会において、顕彰表彰の基準について見直ししたことにより条例の一部を改正するものであります。
　　　なお、詳細につきましては総務課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長（登壇）

　　　議案第８４号「柳津町表彰条例の一部を改正する条例について」補足して説明をいたします。
　　　次のページをお開きください。

　　　柳津町表彰条例の一部を改正いたします。

　　　第３条第５項中「１位」を「顕彰」に改める。

　　　附則、この条例は平成28年４月１日より施行する。

　　　以上であります。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　荒明正一君。
○７番

　　　この改正を見ますと、国にもやっぱりこういうものがあるんですけれども、あれの場合は、いつからか、勲何等誰誰という規定があったんですけれども、今はなくして、勲章の名前だけにして、その最後になったのは渡部恒三だが、そういうことだと大分なっているんですけれども、それと、今までそういうあれはなかったんですか、指摘、今まではなかった。

○議長

　　　答弁を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長

　　　本案については、柳津町の自治功労者表彰の審査会ということがありまして、その中での審査の内容となっておりまして、今まで「１位」となっておりましたが、毎回この審査会においてもいろいろ協議されたところであります。今回の条例の一部改正については、「１位」を「顕彰」に改めるということにいたしまして、これについては受章する――子供さんたちがかなり多いんですけれども、児童生徒の意欲をこれからもつないでいくための表彰規定を一部改正しながら、幅広く表彰していきたいという内容となっております。以上です。

○議長

　　　ほかにございませんか。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８４号「柳津町表彰条例の一部を改正する条例について」を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　日程第６、議案第８５号「柳津町税条例の一部を改正する条例について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第８５号「柳津町税条例の一部を改正する条例について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行及び地方税法の一部を改正する法律が公布されたことにより、所要の改正を行うものであります。
　　　なお、詳細につきましては総務課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長（登壇）

　　　議案第８５号「柳津町税条例の一部を改正する条例について」補足して説明をいたします。

　　　次のページをお開きください。

　　　柳津町税条例の一部を改正する条例。
　　　柳津町税条例の一部を次のように改正いたします。

　　　第２条第３号、番号法による所要の措置等であります。

　　　第33条第２項、所得税による国外転出時の課税の喪失に伴う改正であります。

　　　第36条の２、番号法に伴い法人番号の規定の整備であります。

　　　第36条の３の３、同じく番号法に伴う条のずれの整備であります。

　　　第51条、町民税の免除申請期限についての規定と番号法に伴う所要の措置であります。

　　　第63条の２、番号法に伴い個人番号または法人番号の規定の整備であります。

　　　次のページをお開きください。

　　　第63条の３、同じく番号法に伴い個人番号または法人番号の規定の整備であります。

　　　第71条、固定資産税の減免申請期限についての規定と番号法に伴う所要の措置であります。

　　　第74条、番号法に伴い、個人番号または法人番号の規定の整備であります。

　　　第89条、軽自動車税の減免申請期限についての規定と番号法に伴う所要の措置であります。
　　　第90条、身体障害者等に対する軽自動車税の減免申請期限についての規定と番号法に伴う所要の措置であります。

　　　第139条の３、特別土地保有税の減免申請期限についての規定と番号法に伴う所要の措置であります。

　　　第149条、入湯税に係る特別徴収義務者の経営申告についてですが、番号法に伴う個人番号または法人番号の規定の整備であります。

　　　続いて、附則の改正について説明いたします。

　　　附則第４条、納付期限の延長に係る延滞金の特例ですが、条ずれの措置であります。

　　　附則第10条の３、新築住宅等に対する固定資産税の減額の規定の適用を受けようとする者がすべき申告についてですが、番号法に伴う個人番号または法人番号の規定の整備であります。

　　　続いて、10ページをお開きください。
　　　附則第16条の２、たばこ税の税率の特例について、旧３級品の製造、たばこに係る特例税率の分であります。特別地方の廃止に伴い削減するものであります。

　　　附則第22条、番号法に伴う個人番号または法人番号の規定の整備であります。

　　　続いて、固定資産税に関する措置であります。

　　　第３条、番号法に伴うもので、新条例の規定については、施行日以後に適用し、同日前については改正前条例を適用するものであります。

　　　続いて、次のページをお開きください。

　　　続いて、町たばこ税に関する経過措置であります。
　　　第４条については、11ページから17ページまでの内容となっております。
　　　旧３級品の製造たばこに係る特例の税率廃止に伴い、段階的に税率を引き上げるため３年間の経過措置を行います。旧３級品の６銘柄で、各販売業者が各年度における４月１日から現在所持しているものについて課税されます。課税対象本数は5,000本以上で、税率の引き上げ分に相当するたばこ税が課税されます。これが手持品課税といいます。現行税率は1,000本につき2,495円となっております。平成28年４月１日から平成29年３月31日まで、税率引き上げ日、平成28年４月１日から1,000本につき2,925円。引き上げ額といたしましては430円。申告期限、同年５月２日から納付期限の同年９月30日となっております。平成29年４月１日から平成30年３月31日までは、税率引き上げ日、平成29年４月１日。1,000本につき3,350円、引き上げ額430円。申告期限、同年５月１日。納付期限、同年10月２日となります。平成30年４月１日から平成31年３月31日までは、税引き上げ日、平成30年４月１日。1,000本につき4,000円。引き上げ額が645円。申告期限、同年５月１日。納付期限、同年10月１日となっております。平成31年４月１日からは、税率引き上げ日、平成31年４月１日。1,000本につき5,262円。引き上げ額といたしましては1,262円。申告期限、同年４月30日。納付期限、同年９月30日となっております。

　　　さきに申したとおり、国及び地方のたばこ税の特例税率の変更をするもので、消費者への影響等はありません。

　　　17ページの特別土地保有税に関する経過措置。

　　　第５条、新条例第139条の３第２項第１号の規定は、施行日以後に提出する同項に規定する申請書について適用し、同日前に提出した旧条例第139条の３第２項に規定する申請書については、なお従前の例によるものであります。
　　　入湯税に関する経過措置であります。

　　　第６条、新条例第149条の規定は、施行日以後に行われる新条例第149条の規定による申告については適用し、同日前に行われた旧条例第149条の規定については申告については、なお従前の例に従うものであります。
　　　以上であります。よろしくお願いいたします。
○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８５号「柳津町税条例の一部を改正する条例について」を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　日程第７、議案第８６号「損害賠償の額の決定及び和解について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第８６号「損害賠償の額の決定及び和解について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、損害賠償の金額等を定めるため、地方自治法の規定により議会の議決を求めるものであります。
　　　なお、詳細につきましては総務課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長（登壇）

　　　議案第８６号「損害賠償の額の決定及び和解について」補足して説明いたします。

　　　地方自治法（昭和22年法律第67号）第96条第１項第12号及び第13号の規定により、下記のとおり損害賠償の額を決定し、和解することについて議会の議決を求めたいと思います。

　　　記。

　　　１、損害賠償及び和解の相手方。住所、福島県大沼郡三島町大字宮下字水尻1108番地、氏名、福島県宮下土木事務所所長吉田伸明。

　　　２、損害賠償の概要。平成27年６月２日、福島県河沼郡柳津町大字柳津字諏訪町地内において、観月橋に架かるワイヤー（福島県管理）に、町所有の消防ポンプ車両が接触し、ワイヤーに損賠を与えたものであります。

　　　３、損害賠償額。149万400円であります。

　　　４、和解の内容。本事件については、損害賠償の額を上記３のとおりとし、各当事者は、一切の債権債務関係がないことを確認しております。

　　　平成27年12月９日提出。柳津町町長であります。

　　　よろしくお願いいたします。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　荒明正一君。
○７番

　　　これはまずもって、９月の議会では砂子原線の問題で賠償の案件が出ておったわけであります。今回また出たということは、１年に２回も出るということはいかがなものかということであります。と同時に、それは何でかといいますと、私が考えるには、比較するのも余りにも小さくて悪い、申しわけないかもしれませんが、やっぱり町長の、トップの安全安心、危機管理認識が不足しているのではないかというふうに私は思うんです。なぜかといいますと、一般質問でも申し上げましたが、11月14日、大峯の林道を通ってきたわけですけれども、その中での感想を聞いても、人に聞いたら見えなかった、わからなかったというようなこと、あるいは大野新田の、こっちから見ると左折、向こうから来ると右折の標識がないから、結局……

○議長

　　　荒明議員に申し上げます。本件は損害賠償額の決定及び和解について部分でございますので、それに基づいて質問願います。

○７番

　　　何でこういうことが起きたかという根幹をたどっていくと、そういう意識があるから、意識だからまたこういう案件が起きてしまうということを私は申し上げたいわけであります。それと同時に、これに関して申し上げますと、和解は和解でそれはいい。安全対策をその後とったのかどうか。車が入らないなら入らないように金網だけでいいのか、普通の網を張るとかブロックでも危ないからとか何とかいろいろあると思うんですが、そういう対策をとったのかどうか。とらなかったらそれをとるようにすべきだと思います。以上です。
○議長

　　　答弁を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長
　　　今回の賠償関係についても大変申しわけなく思っております。今回も町の消防団の団員のことであります。消防団の幹部会の中でも十分これらの事故の内容についても報告し、また今後このようなことのないような形をとっていただくよう各幹部の消防団員のほうにお話をしていただいたところであります。町においても、このような関係の事例がないよう十分気をつけながら進めていきたいと思っております。

　　　なお、今回の場所については、県のほうに要望は出しておりますが、県の施設でありますので、県のほうでの対応待ちとなっているところであります。
　　　以上であります。

○議長

　　　ほかにございませんか。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８６号「損害賠償の額の決定及び和解について」を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　お諮りいたします。

　　　日程第８、議案第８７号「平成２７年度柳津町一般会計補正予算」

　　　日程第９、議案第８８号「平成２７年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算」

　　　日程第１０、議案第８９号「平成２７年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算」

　　　日程第１１、議案第９０号「平成２７年度柳津町介護保険特別会計補正予算」

　　　日程第１２、議案第９１号「平成２７年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算」

　　　日程第１３、議案第９２号「平成２７年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算」

　　　日程第１４、議案第９３号「平成２７年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算」

　　については、いずれも関連がありますので、一括上程し、議題といたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、議案第８７号、議案第８８号、議案第８９号、議案第９０号、議案第９１号、議案第９２号、議案第９３号は、一括上程し、議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第８７号「平成２７年度柳津町一般会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、本年９月に発生いたしました災害の復旧に要する費用等に関する歳入歳出予算の追加補正であります。

　　　次に、特別会計でありますが、議案第８８号「平成２７年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、職員の人件費等に要する事業勘定の歳入歳出予算の追加補正であります。
　　　次に、議案第８９号「平成２７年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、職員の人件費等に要する歳入歳出予算の追加補正であります。

　　　次に、議案第９０号「平成２７年度柳津町介護保険特別会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、職員の人件費等に要する歳入歳出予算の追加補正であります。

　　　次に、議案第９１号「平成２７年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、支払消費税の増額等による歳出予算の補正であります。

　　　次に、議案第９２号「平成２７年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、所要の電気代の増額等に要する歳入歳出予算の追加補正であります。

　　　次に、議案第９３号「平成２７年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算」について提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、設備の修繕費等に要する歳入歳出予算の追加補正であります。

　　　なお、詳細につきましては総務課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長（登壇）

　　　それでは、議案第８７号「平成２７年度柳津町一般会計補正予算（第６号）」について説明いたします。
　　　１ページをお開き願いたいと思います。

　　　詳細については先ほど説明いたしましたが、一般会計の歳入歳出それぞれ3,448万3,000円の増額補正をお願いするもので、地方債の発行についても変更をお願いするものであります。

　　　５ページをお開きください。

　　　地方債の補正であります。
　　　上段及び４段目の消防施設の整備事業につきましては、可搬式のポンプ購入事業の事業費の確定により、起債の額も減額となるものでございます。

　　　２段目及び３段目の西山小学校の施設改修事業につきましては、対象となる起債を、過疎対象事業債から緊急防災・減災事業債に変更するものであります。

　　　５段目の公共土木施設災害復旧事業及び６段目の農地農林施設災害復旧事業につきましては、本年９月の豪雨災害で被災した施設の復旧事業に要する起債を新たに計上するものでございます。
　　　８ページをお開きください。

　　　歳入でございます。

　　　11款分担金及び負担金１項分担金３目災害復旧費分担金214万8,000円の増額につきましては、本年９月に発生した災害のうち、農地等災害の復旧事業に要する費用に関する受益者の負担金であります。

　　　11款分担金及び負担金２項負担金２目民生費負担金であります。13万3,000円の減額につきましては、放課後児童クラブの利用者の減が見込まれるための減額でございます。

　　　13款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金であります。124万9,000円の増額につきましては、障害者自立支援事業の事業料の増が見込まれるための国庫負担金の増であります。同じく３目災害復旧費国庫負担金1,100万5,000円の増額につきましては、９月に発生いたしました豪雨災害の復旧に要する費用に対する国庫負担金であります。
　　　９ページ、10ページをお開きください。

　　　13款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金451万円の増額につきましては、マイナンバー制度の施行に伴うシステムの整備に関する費用及び選挙権の年齢引き下げに伴う選挙人名簿の改修費用について国から補助を受けるものであります。同じく２目民生費国庫補助金133万1,000円の増につきましては、障害者の地域生活支援事業の対象者が見込まれることによる補助の増及び学童保育が新たに国の補助対象となったことによる増であります。

　　　14款県支出金１項県負担金１目民生費県負担金62万4,000円の増につきましては、先ほどの８ページの国庫負担金で説明いたしました障害者の自立支援給付費に対する県の負担金が見合いで増額するものであります。
　　　14款県支出金２項県補助金２目民生費県補助金であります。87万6,000円の減につきましては、障害者の地域生活支援事業の対象が見込まれることにより補助の増及び学童保育事業の補助金が国庫補助の対象となったことによる減等であります。

　　　10ページをお開きください。

　　　同じく４目農林水産業費県補助金84万円の減額につきましては、水田を活用した園芸作物の生産に関する設備整備について新たに県の補助対象となったことによる増及び中山間地域等直接支払事業の事業費の確定による減、鳥獣被害対策に要する経費の補助が県から団体に直接行われることによる減であります。同じく５目商工費県補助金288万6,000円の増につきましては、町が行う風評被害対策の事業に対して県から10分の10で補助が出るものございます。同じく８目災害復旧費県補助金1,813万1,000円の増につきましては、９月に発生した豪雨災害の復旧費用に対する県の補助金であります。

　　　14款県支出金２項県委託金１目総務費県委託金２万6,000円の増につきましては、土地利用の規制に関する事務の経済センサスに関する事務に関する県からの委託金が増となったものであります。
　　　11ページから12ページをごらんください。

　　　15款財産収入１項財産運用収入２目利子及び配当金４万円の増につきましては、各種基金の運用で生じた利子の増であります。

　　　17款繰入金２項基金繰入金１目基金繰入金2,000万円の減につきましては、当初予算で予定しておりました財政調整基金からの取り崩し額を減額し、次年度以降の財源を確保しようとするものであります。

　　　19款諸収入４項雑入４目雑入278万2,000円の増につきましては、過年度の事業費の確定による負担金が追加交付されるものであります。

　　　なお、20款町債１項町債の各目については、先ほどの地方債の補正の中でご説明したとおりでございます。

　　　13ページをごらんください。

　　　続きまして、歳出の説明になります。
　　　１款議会費１項議会費１目議会費145万2,000円の減額につきましては、議員の辞職により４月１日現在の議員数が少なくなったため、町村議会議員共済会への負担金が減額となったものであります。

　　　２款総務費１項総務管理費１目一般管理費212万1,000円の増につきましては、年間の所要見込みによる超過勤務手当の職員手当の増減であります。同じく３目財政管理費４万円の増につきましては、各種基金の運用に生じた利子について、当該基金に積み立てを行うものであります。同じく11目土地利用計画策定費であります。１万3,000円の増につきましては、県から委託料が増額となったため、その範囲で事業費の増を行うものであります。同じく12目電算管理費439万6,000円の増につきましては、マイナンバー制度運用に関する国の指定する機関が行う中間サーバー整備に関する費用を負担するものであります。

　　　14ページをお開きください。

　　　14ページにつきましては、超過勤務手当の年間所要の見込みによるものがほとんどであります。

　　　なお、一番下の２款総務費５項統計調査費１目統計調査費につきましては、県からの委託料が増となったため、その範囲で事業を増加させる分を含んでおります。

　　　15ページをお開きください。
　　　３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費47万6,000円の増につきましては、年間の所要見込みによる職員の超過勤務手当の増及び特別会計の職員の超過勤務手当の増による国保会計への繰出金の増であります。同じく２目老人福祉費38万8,000円の増につきましては、高齢者生活福祉センターのエアコンの修繕費や各種特別会計への繰出金の増減であります。同じく３目国民年金費３万5,000円の増につきましては、年間所要見込みによる超過勤務の手当の増であります。同じく４目障害者福祉費308万6,000円の増につきましては、障害者の日中預かり事業や補装具の給付等の対象の増により費用の増額をお願いするものであります。

　　　16ページをお開きください。

　　　３款民生費２項児童福祉費２目柳津保育所運営費53万8,000円の増及び３目西山保育所運営費22万7,000円の増につきましては、職員の超過勤務手当の所要の増によるものであります。また、５目学童保育費について、国県の補助制度の変更や利用者負担の減による財源構成の変更であります。

　　　４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費51万6,000円の増につきましては、年間見込みによる超過勤務の増であります。同じく２目予防費67万7,000円の増につきましては、インフルエンザ予防接種が３つの型のウイルスに対応するものから４つの型に対応するものに変更となり、ワクチンの値段が上がったため助成にかかる費用が増加するものであります。同じく３目環境衛生費167万円の減につきましては、マイマイガの発生が予想より少なかったため費用の一部が不要となったもので、事業費の確定による減であります。同じく４目母子保健費18万5,000円の増につきましては、乳幼児医療や子供の医療の助成に関し、平成26年度事業費の確定により交付となった県からの補助金を返還するものであります。

　　　17ページをごらんください。

　　　５款農林水産業費１項農業費１目農業委員会費３万3,000円の増につきましては、年間見込みによる超過勤務の増であります。同じく４目農業振興費197万4,000円につきましては、職員の超過勤務の増及び水田を活用した園芸作物の生産のため設備整備に対して県の補助事業を活用して補助するものであります。同じく５目農地費29万3,000円の増につきましては、超過勤務手当の年間所要見込みによる増であります。同じく７目農村総合整備費54万円につきましては、農業集落排水施設の修繕に要する費用として特別会計に繰り出すものであります。同じく８目国土調査費198万9,000円につきましては、職員の超過勤務手当の増及び地籍調査の終了している地域のうち一部区域の認定申請を行うための経費等であります。同じく９目中山間地域等直接支払事業費26万7,000円の増につきましては、超過勤務手当の年間所要見込みによる増及び協定締結集落の確定による集落への補助の減額であります。

　　　18ページをお開きください。

　　　５款農林水産業費２項林業費２目林業振興費168万9,000円の減につきましては、職員の超過勤務手当の増及び鳥獣被害防止対策協議会への県補助金が県から団体への直接交付となったためによる減であります。

　　　６款商工費１項商工費１目商工振興費332万1,000円の増につきましては、超過勤務手当の年間所要見込みによる増及び県の補助金を受け風評被害のための消費者のモニターツアーを実施するための経費であります。同じく２目観光費94万2,000円の増につきましては、職員の超過勤務手当の増及びスキー場の電気料増に伴う特別会計への繰出金の増であります。

　　　19ページをお開きください。

　　　７款土木費２項道路橋梁費１目道路維持費74万円の増につきましては、地域道路の整備をするために必要な重機借り上げや原材料に要する費用の増であります。同じく２目道路新設改良費79万4,000円の増につきましては、各種職員手当の増及び県の設計積算システム変更に伴い運営協議会への負担金が増となったものであります。
　　　７款土木費３項河川費１目河川総務費98万9,000円の増につきましては、塩野地区の土砂災害に関連し対岸側の新たな崩落を防止するためのブロック積みを行うものであります。

　　　７款土木費４項都市計画費２目公園費166万円の増につきましては、観光案内所の建設に関しまして、設計の結果、経費の増が必要となったものであります。

　　　20ページをお開きください。

　　　７款土木費５項住宅費１目公営住宅管理費44万9,000円の増につきましては、超過勤務手当の年間所要見込みによる増であります。
　　　８款消防費１項消防費２目消防施設費212万7,000円の減につきましては、可搬式小型ポンプの購入に際し、地区の希望により小型のポンプを購入したことによるものであり、事業の確定による減であります。

　　　９款教育費２項小学校費２目西山小学校管理費につきましては、起債の種類の変更であります。
　　　９款教育費４項社会教育費１目社会教育総務費５万9,000円の減につきましては、社会教育委員の県大会へ参加しなかったことによる委員、職員の費用で、事業の確定による減であります。同じく３目文化財管理費20万円の減につきましては、ウグイの生息調査を予定しておりましたが、本年ウグイが大分戻ってきている状況が確認されたため、調査を見送り事業費を減額するものであります。

　　　21ページをお開きください。

　　　同じく６目美術館事業費109万2,000円の増につきましては、予定数量を上回るカレンダーの購入申し込みに対応するため、経費の図録の作成に係る著作権料等であります。

　　　９款教育費５項保健体育費３目運動公園管理費146万2,000円の減につきましては、プール監視業務が終了したことによる事業費の確定による減及び施設改修に伴い施設を閉鎖することに伴い不要となる経費の確定による減額であります。

　　　22ページをお開きください。

　　　10款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費2,942万8,000円の増及び10款災害復旧費２項公共土木施設災害復旧費1,650万円の増につきましては、本年９月の豪雨災害に係る復旧に要する費用であります。

　　　13款予備費１項予備費１目予備費3,157万6,000円の減につきましては、今後の所要見込み額を勘案し減額するものであります。

　　　なお、23ページから30ページにつきましては、今回の補正に係る給与の明細でありますのでご確認ください。

　　　一般会計については以上でございます。

　　　続いて31ページをお開きください。

　　　議案第８８号「平成２７年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）」についてご説明いたします。

　　　国民健康保険特別会計につきましては、事業勘定で歳入歳出それぞれ27万5,000円の増額補正をお願いするものであります。

　　　36ページをお開きください。

　　　歳入でございます。

　　　８款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金3,000円の増につきましては、国保給付費支払準備基金の運用利子であります。
　　　９款繰入金１項繰入金１目一般会計繰入金27万2,000円の増につきましては、人件費の増のために必要な金額を一般会計から繰り入れるものであります。

　　　37ページをお開きください。

　　　歳出でございます。
　　　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費27万5,000円の増につきましては、職員超過勤務の手当の年間所要見込みによる増及び基金の運用益を当該基金へ積み立てを行うものであります。
　　　なお、38ページから45ページにつきましては、今回の補正に係る給与費の明細であります。

　　　国民健康保険特別会計については以上でございます。

　　　46ページをお開きください。
　　　議案第８９号「平成２７年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）」についてご説明いたします。
　　　後期高齢者医療特別会計につきましては、歳入歳出それぞれ11万9,000円の増額補正をお願いするものであります。

　　　51ページをお願いいたします。
　　　歳入でございます。
　　　３款繰入金１項一般会計繰入金１目事務費繰入金11万9,000円の増につきましては、人件費の増のために必要な金額を一般会計から繰り入れるものであります。

　　　52ページをお開きください。
　　　歳出であります。

　　　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費11万9,000円の増につきましては、職員超過勤務手当の年間所要見込みによる増であります。

　　　なお、53ページから60ページにつきましては、今回の補正に係る給与費の明細でありますのでごらんください。

　　　後期高齢者医療特別会計につきましては以上であります。

　　　続いて61ページをお願いいたします。
　　　議案第９０号「平成２７年度柳津町介護保険特別会計補正予算（第３号）」についてご説明いたします。
　　　介護保険特別会計につきましては、歳入歳出それぞれ２万6,000円の増額の補正をお願いいたします。
　　　66ページをお願いします。
　　　歳入でございます。
　　　３款国庫支出金２項国庫補助金４目介護保険事業費補助金であります。60万円の増につきましては、介護保険法の改正に伴うシステム改修に必要な経費について、当初一般会計から繰り入れで補う予定でありましたが、国から補助が出ることになったものでございます。

　　　７款繰入金１項一般会計繰入金５目その他一般会計繰入金57万4,000円の減につきましては、先ほどの国庫補助金への振りかえによる繰り入れの減と人件費の増による繰り入れの増となっております。

　　　67ページをお願いいたします。

　　　歳出であります。

　　　１款総務費１項総務管理費１目一般管理費２万6,000円の増につきましては、職員超過勤務手当の年間所要見込みによる増であります。

　　　なお、68ページから75ページにつきましては、今回の補正に係る給与費の明細であります。

　　　介護保険特別会計につきましては以上でございます。

　　　76ページをお願いいたします。
　　　議案第９１号「平成２７年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）」につきましてご説明いたします。

　　　簡易水道事業特別会計につきましては、総額増減はありません。歳出の補正のみでお願いいたします。

　　　79ページをお開きください。

　　　歳出でございます。
　　　１款簡易水道事業費１項簡易水道事業費１目簡易水道事業費79万円の増につきましては、職員超過勤務手当年間所要見込みによる増及び平成26年度分の消費税の納付額の決定により今年度の中間納付額が決定することによる増であります。

　　　なお、80ページから87ページにつきましては、今回の補正に係る給与費の明細でございます。

　　　簡易水道事業特別会計については以上でございます。

　　　88ページをお願いします。
　　　議案第９２号「平成２７年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算（第２号）」についてご説明いたします。
　　　町営スキー場事業特別会計につきましては、歳入歳出それぞれ32万4,000円の増額補正をお願いするものであります。
　　　93ページをお開きください。

　　　歳入でございます。
　　　１款繰入金１項繰入金１目一般会計繰入金16万5,000円の増につきましては、歳出の増に伴い必要となる額のうち、次の雑入以外の額を一般会計から繰り入れるものであります。

　　　３款諸収入１項雑入１目雑入15万9,000円の増につきましては、電気代の増額に伴いメーターを共用している通信事業者からの負担分が増となるものであります。

　　　94ページをお願いいたします。

　　　歳出でございます。

　　　１款スキー場事業費１項スキー場事業費１目スキー場事業費32万4,000円の増につきましては、年間の電気代の所要額の見込み額による増であります。
　　　町営スキー場事業特別会計については以上でございます。

　　　95ページをお開きください。

　　　議案第９３号「平成２７年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）」についてご説明いたします。
　　　農業集落排水事業特別会計につきましては、歳入歳出それぞれ54万1,000円の増額補正をお願いするものであります。
　　　100ページをお願いします。
　　　歳入でございます。
　　　３款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金1,000円の増につきましては、農業集落排水整備基金の運用利子でございます。

　　　４款繰入金１項繰入金１目一般会計繰入金54万円の増につきましては、事業増により必要となる額を一般会計から繰り入れるものであります。
　　　101ページをお開きください。

　　　歳出でございます。
　　　１款総務費１項総務管理費１目施設管理費54万1,000円の増につきましては、浄化センターの有料ポンプの交換等に要する費用及び基金運用益を当該基金に積み立てるものであります。

　　　農業集落排水事業特別会計については以上でございます。

　　　よろしくお願いいたします。

○議長

　　　ここで暫時休議します。

　　　50分より再開したいと思いますが、間もなく12時になりますけれども。

　　　お諮りします。

　　　継続して審議をしたほうがいいか、１時間休んだほうがいいか。継続したほうがいいか。（「そのままでいいそうです」の声あり）このまま継続してよろしいですか、休議の後。

　　　10分間休議をして、継続して審議を進めます。

　　　大丈夫ですか。（「大丈夫です」の声あり）大丈夫ですか。執行部のほうも大丈夫ですか。（「はい」の声あり）

　　　では休議なしでこのまま継続いたします。

　　　それではこれより質疑を許します。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８７号「平成２７年度柳津町一般会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８８号「平成２７年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第８９号「平成２７年度柳津町後期高齢者医療特別会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９０号「平成２７年度柳津町介護保険特別会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９１号「平成２７年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９２号「平成２７年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９３号「平成２７年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算」についてを原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　次に、日程第１５、議員提出議案第３号「柳津町議会会議規則の一部を改正する規則について」を議題といたします。

　　　提案者に趣旨説明を求めます。

　　　９番、磯部雄君。

○９番（登壇）

　　　議員提出議案第３号「柳津町議会会議規則の一部を改正する規則について」趣旨説明をいたします。

　　　本案は、議会における欠席の取り扱いに関して、社会情勢などを勘案し、出産の場合の欠席届について新たな規定をするため、町議会会議規則を改正するものであります。

　　　以上であります。

○議長

　　　お諮りいたします。

　　　議員提出議案第３号「柳津町議会会議規則の一部を改正する規則について」は、ただいまの説明のとおりでありますので、質疑を省略し、原案のとおり決定したいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　次に、本日の議事日程に追加される議案があります。

　　　議案第９４号「指定管理者の指定について」、議案第９５号「指定管理者の指定について」、議案第９６号「指定管理者の指定について」、議案第９７号「指定管理者の指定について」、議案第９８号「指定管理者の指定について」、町長から提出されました。

　　　お諮りいたします。

　　　これを日程に追加し、それぞれ追加日程第１、追加日程第２、追加日程第３、追加日程第４、追加日程第５として議題にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、議案第９４号、議案第９５号、議案第９６号、議案第９７号、議案第９８号を日程に追加し、議題とすることに決定しました。
　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　お諮りします。

　　　本日の議事日程に、議員提出議案第４号「専決事項の指定についての一部改正について」、議員提出議案第５号「公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書の提出について」を、それぞれ追加日程第６、追加日程第７として追加し、議題にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、議員提出議案第４号、議員提出議案第５号を日程に追加し、議題とすることに決定しました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第１、議案第９４号「指定管理者の指定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　追加議案、ありがとうございます。
　　　議案第９４号「指定管理者の指定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、柳津町つきみが丘町民センター等の管理運営を行うに当たり、指定管理者を指定するために提案するものであります。
　　　なお、詳細につきましては総務課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　総務課長。

○総務課長（登壇）

　　　議案第９４号「指定管理者の指定について」補足して説明いたします。
　　　地方自治法第244条の２第６項及び柳津町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第３条の規定に基づき、次のとおり指定管理者の指定について、議会の議決を求めるものであります。

　　　１、施設の名称及び所在地であります。

　　　２ページをお開きください。
　　　施設の名称、柳津町つきみが丘町民センター。施設の所在地、柳津町大字柳津字諏訪町甲61番地２。
　　　施設の名称、柳津町森林公園。施設の所在地、柳津町大字柳津字堂森山甲2440番地外。

　　　施設の名称、柳津町西山温泉山村公園。施設の所在地、柳津町大字砂子原字長窪921番地。

　　　施設の名称、柳津町観光物産館。施設の所在地、柳津町大字柳津字下平乙179番地。

　　　施設の名称、柳津町観光休憩施設。施設の所在地、柳津町大字柳津字下平乙151番地１。

　　　１ページにお戻りください。

　　　２、団体の名称及び所在地であります。一般財団法人やないづ振興公社、理事長郡司博道。所在地、河沼郡柳津町大字柳津字諏訪町甲61番地２。

　　　３、指定の期間であります。平成28年４月１日から平成33年３月31日であります。

　　　よろしくお願いいたします。

○議長

　　　ここで、やないづ振興公社理事長である郡司博道君の退出を求めます。

　　　もう１人、地域振興課長の退出も求めます。

　　　これより質疑を許します。

　　　７番、荒明正一君。
○７番

　　　今回の指定につきましては、町民の間でもいろいろ、今後どうなるのかということで、非常に心配したり悩んだりいろんなことを言ったりしていることを私もそれなりに聞いておったわけでありますが、柳津町として、振興公社という柳津町を振興させるんだというようなことで存在するところが５つの施設の指定を申請したということはそれなりに私はよかったと思っております。中身はいろいろあるのかもしれませんが、全体的にはいいというふうに私は思っております。なぜかといいますと、経営内容、異論を言えばあるんですけれども、その中で、指定管理制度になったからこそ我々も関心を持ってこういう話をするような場面があるわけであります。もしこれがなかったならば否応なしに町の支出が財政負担が、今より以上にふえてきただろうと私は思うわけであります。そういう意味においてはよかったというふうに思っております。なぜかといいますと、観光中継基地等を建てるときのいろんな問題を考えてみますと、もともとは足湯も100円ずつ取るわけで15万入る、そういうふうな計画の中でいろいろあって今になっているわけであります。そうしますと、そういう本来の計画からやりようがなく頓挫したような感じのところもあるわけです。その経過の中にあって、指定を申請して何とかしようとする方がおられたということを考えますと、やっぱり振興公社で私はよかったと思っております。以上です。
○議長

　　　賛成意見ですか。
○７番

　　　そうです。反対はしません。

○議長

　　　ほかにございませんか。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９４号「指定管理者の指定について」原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　退席者の方々が入室します。
　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第２、議案第９５号「指定管理者の指定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第９５号「指定管理者の指定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、柳津町健康福祉プラザ銀山荘の管理運営を行うに当たり、指定管理者を指定するための提案であります。

　　　なお、詳細につきましては町民課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　町民課長。

○町民課長（登壇）

　　　３ページをお開きください。

　　　議案第９５号「指定管理者の指定について」補足して説明申し上げます。
　　　地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項及び柳津町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成17年柳津町条例第30号）第３条の規定に基づき、次のとおり指定管理者の指定について、議会の議決を求めるものであります。

　　　１、施設の名称及び所在地。柳津町健康福祉プラザ銀山荘、柳津町大字柳津字下荒町甲1111番地。
　　　２、団体の名称及び所在地。社会福祉法人柳津町社会福祉協議会会長猪俣俊晴、河沼郡柳津町大字柳津字下荒町甲1111番地。

　　　３、指定の期間。平成28年４月１日から平成38年３月31日。
　　　以上であります。よろしくお願いいたします。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　10番、小林　功君。
○10番

　　　柳津町健康プラザ銀山荘につきましては指定管理者に変更はありませんけれども、指定管理料はいかほどになっているのかということと、隣接しますゲートボール場のスパーク柳津の維持管理も入っているのかどうかお伺いしたいと思います。
○議長

　　　答弁を求めます。

　　　町民課長。

○町民課長

　　　指定管理料につきまして、28年度の指定管理料ということで980万2,000円ほどの指定管理料ということで申請し受け付けをしてございます。これにつきましては、今後予算査定の中におきまして内容を詳細に検討し協議してまいります。
　　　なお、この協定につきましては、年度ごとに協定をするものでありまして、毎年見直しをして決定してまいりたいというような内容でございます。

　　　また、スパーク柳津につきましてもあわせて含めておるものでございます。

　　　以上であります。

○議長

　　　ほかにございませんか。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９５号「指定管理者の指定について」原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第３、議案第９６号「指定管理者の指定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第９６号「指定管理者の指定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、柳津町高齢者生活福祉センターの管理運営を行うに当たり、指定管理者を指定するため提案するものであります。

　　　なお、詳細につきましては町民課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　町民課長。

○町民課長（登壇）

　　　４ページをお開きください。

　　　議案第９６号「指定管理者の指定について」補足してご説明申し上げます。

　　　地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項及び柳津町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成17年柳津町条例第30号）第３条の規定に基づき、次のとおり指定管理者の指定について、議会の議決を求めるものであります。

　　　１、施設の名称及び所在地。柳津町高齢者生活福祉センター、柳津町大字柳津字上荒町甲1118番地。

　　　２、団体の名称及び所在地。社会福祉法人両沼厚生会理事長千代宏一、河沼郡会津坂下町大字塔寺字北原645番地１。

　　　３、指定の期間。平成28年４月１日から平成38年３月31日までであります。
　　　以上であります。よろしくお願いいたします。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　荒明正一君。
○７番

　　　これも先ほどの振興公社の件と同じでありまして、おおむねよかったなというふうに思います。ただ、お聞きしたいことは、利用している方がそれで満足、100％満足するということはあり得ないと思いますが、そういう声も指定する条件の中にどのくらいあったのか、ないのか、そういうことは関係ないんだということであればそれで結構です。
○議長

　　　答弁を求めます。

　　　町民課長、満足度についてのおただしでございますが。
　　　町民課長。

○町民課長

　　　これまで、両沼厚生会におきまして10年間の指定ということで実施していただきまして、高齢者の福祉のために非常に尽力してやっていただいたところでありまして、高齢者の方の利用が主なものでありますが、非常に満足されている状況と見ております。

　　　以上であります。
○議長

　　　ほかにございませんか。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　ここで、先ほど町民課長の答弁の中で、再答弁ございますので。

　　　町民課長。

○町民課長

　　　先ほどの小林議員の質問の中におきまして、健康福祉プラザ銀山荘の中にスパーク柳津の部分についてご質問ございました。含まれているのかということで含まれているということで申し上げましたが、大変申しわけございません。間違って答弁いたしましたが、スパーク柳津につきましては補助金ということでこちらには含まれておりませんので、訂正申し上げます。よろしくお願いいたします。
○議長

　　　小林議員、よろしいですか。
○10番

　　　はい、わかりました。

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９６号「指定管理者の指定について」原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第４、議案第９７号「指定管理者の指定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第９７号「指定管理者の指定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、地区農村公園の管理運営を行うに当たり、指定管理者を指定するために提案するものであります。

　　　なお、詳細につきましては地域振興課長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　地域振興課長。

○地域振興課長（登壇）

　　　議案第９７号「指定管理者の指定について」。
　　　地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第６項及び柳津町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例（平成17年柳津町条例第30号）第３条の規定に基づき、別紙のとおり指定管理者の指定について議会の議決を求めるものでございます。
　　　６ページをお開きください。

　　　別紙でございます。この施設につきましては、農村整備事業、中山間事業、山村振興事業等により、農村生活の整備改善の一環として、農村集落において居住している方の生活増進と憩いの場として、また地域の活力と連帯感の向上を図るために整備されたものでございます。

　　　１、施設の名称及び所在地につきましては、農村整備事業で野老沢農村公園、柳津町大字飯谷字巻平地内。団体の名称、野老沢区長長谷川富雄。指定の期間につきましては平成28年４月１日から平成38年３月31日まででございます。

　　　続きまして、農村整備事業の農村整備、郷戸農村公園、柳津町大字郷戸字西原地内につきましては、石神区長田﨑幸一様で、指定期間につきましては、同じ平成28年４月１日から平成38年３月31日まででございます。

　　　農村整備、博勝農村公園、柳津町大字大成沢字下原田地内。指定管理者につきましては、大成沢区長鈴木武彦様でございます。

　　　同じく、施設の名称及び所在地を読み上げます。農村整備事業、軽井沢農村公園、柳津町大字軽井沢字中島地内。団体の名称につきましては、軽井沢区長植田雅夫様。

　　　中山間（水と土保全）事業でございます。松沢農村公園、柳津町大字細八字原山地内。団体につきましては細越区長伊藤正志さん。

　　　中山間、藤農村公園、柳津町大字藤字上松ヶ崎地内。藤区長長谷川英夫さん。

　　　中山間、石坂農村公園、柳津町大字小椿字家ノ前地内。石坂区長田﨑弘治様です。

　　　山村振興、麻生農村公園、柳津町大字飯谷字居平乙地内でございます。団体につきましては、麻生区長長谷川幹夫さんでございます。指定期間につきましては、同じように平成28年４月１日から平成38年３月31日でございます。
　　　以上、補足して説明いたしました。よろしくお願いします。

○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９７号「指定管理者の指定について」原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第５、議案第９８号「指定管理者の指定について」を議題といたします。

　　　提案者に提案理由の説明を求めます。

　　　町長。

○町長（登壇）

　　　議案第９８号「指定管理者の指定について」提案理由の説明をいたします。

　　　本案は、地区集会施設の管理運営を行うに当たり、指定管理者を指定するために提案するものであります。

　　　なお、詳細につきましては公民館長より説明をさせますので、よろしくご審議お願いいたします。

○議長

　　　補足説明を求めます。

　　　鈴木公民館長。

○公民館長（登壇）

　　　議案第９８号「指定管理者の指定について」補足して説明申し上げます。
　　　なお、全文、条例につきましては、前者説明と同様でございますので割愛させていただきたいと思います。

　　　８ページをごらんください。

　　　なお、施設等が多いため、名称、代表で読み上げ、ほか名称のみ申し上げたいと思いますのでご了承ください。

　　　黒沢農産物処理加工施設（集会施設兼用）、柳津町大字黒沢字前原地内。黒沢区長伊藤喜一。指定期間、平成28年４月１日から平成38年３月31日まで。

　　　牧沢地区集会所、砂子原地区集会所、五畳敷地区集会所、出倉地区集会所、細越活性化センター（細越地区集会所）、芋小屋地区集会所、四ツ谷地区集会所、八坂野地区集会所、桐ヶ丘地区集会所、大野地区集会所、長倉地区集会所、鳥屋地区集会所、椿地区集会所、大峯地区集会所。

　　　次ページお願いします。

　　　下原地区集会所、高森地区集会所。

　　　いずれも指定管理の期間は平成28年４月１日から平成38年３月31日までとなっております。

　　　以上でございます。
○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議案第９８号「指定管理者の指定について」原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第６、議員提出議案第４号「専決事項の指定についての一部改正について」を議題といたします。

　　　提案者に趣旨説明を求めます。

　　　９番、磯部雄君。

○９番（登壇）

　　　議員提出議案第４号「専決事項の指定についての一部改正について」趣旨説明をいたします。

　　　本案は、町の義務に属する損害賠償に係る事件について、相手方に対し迅速な対応をとれますよう、平成８年９月25日議決専決事項の指定についての一部を改正するものであります。

　　　損害賠償に係る事件で、その金額が100万円以下のものに係る和解並びに法律上のその義務に属する損害賠償の額を定めること。ただし、町が加入する保険等により解決する場合は、保険金の範囲内とすることを加えるものであります。

　　　以上であります。
○議長

　　　これより質疑を許します。

　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

○議長

　　　これで質疑を終わります。

　　　お諮りいたします。

　　　議員提出議案第４号「専決事項の指定についての一部改正について」原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長

　　　追加日程第７、議員提出議案第５号「公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書の提出について」を議題といたします。

　　　お諮りいたします。

　　　議員提出議案第５号「公立小中学校の教職員数の充実・確保を求める意見書の提出について」は、内容を具備しており、先ほど総務文教常任委員長より採択の報告がありますので、説明及び質疑を省略し、原案のとおり決定したいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。

　　　よって、本案は原案のとおり可決いたしました。

　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

　　　　　　　　　◎閉会の議決

○議長

　　　以上をもって本定例会の議事日程は全て終了いたしました。

　　　お諮りいたします。

　　　これをもって閉会といたしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

○議長

　　　異議なきものと認めます。
　　　よって、平成27年第４回柳津町議会定例会を閉会といたします。

　　　長時間に及ぶご審議、まことにご苦労さまでございました。（午後０時２０分）
会議の経過を記載し、その相違ないことを証するため、ここに署名する。
　　　　柳津町議会　　議　　長　　　伊　　藤　　昭　　一
　　　　　同　　　　　議　　員　　　菊　　地　　　　　正
　　　　　同　　　　　議　　員　　　横　　田　　善　　郎
　　　　　同　　　　　議　　員　　　鈴　　木　　吉　　信
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